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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 

X
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

８
月
８
日
、
男
女
共
同
参

画
推
進
セ
ン
タ
ー
（
ア
マ
ラ

ン
ス
）
研
修
室
１
で
「
第
２

６
回
８
・
８
平
和
を
考
え
る

長
崎
集
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。 

 

集
会
は
、
主
催
者
で
あ
る

山
田
支
部
長
の
挨
拶
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の

来
賓
挨
拶
で
は
全
国
労
働
組

合
連
絡
協
議
会
の
渡
邉
洋
議

長
と
、
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
日
巻

直
映
中
央
本
部
委
員
長
が
挨

拶
を
行
い
、「
長
崎
を
最
後
の

被
爆
地
に
す
る
た
め
に
、
核

兵
器
廃
絶
を
訴
え
、
恒
久
平

和
の
実
現
に
向
け
て
組
合
を

挙
げ
て
活
動
し
て
い
く
。」
と

力
説
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
新
社
会
党
中
央
執

行
委
員
の
荒
木
賢
三
氏
を
講

師
に
迎
え
、「
核
兵
器
は
遺
伝

子
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
を
標
的
と
す

る
非
人
道
的
兵
器
！
」
と
題

し
て
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
の
報
告
を
紹
介

し
ま
す
。 

 

今
回
の
講
演
で
は
、
被
爆

者
医
療
の
第
一
人
者
で
被
爆

者
で
も
あ
る
朝
長
万
佐
男
氏

の
研
究
を
基
に
、
原
爆
の
放

射
線
が
健
康
に
ど
う
影
響
を

与
え
る
の
か
、
細
胞
・
Ｄ
Ｎ

Ａ
が
破
壊
さ
れ
る
か
に
つ
い

て
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。 

朝
長
氏
は
２
歳
で
被
爆
し

た
た
め
当
時
の
記
憶
は
な
い

が
、
１
９
４
０
年
代
後
半
頃

か
ら
長
崎
市
内
で
白
血
病
の

患
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
に

気
づ
き
、「
も
し
か
し
た
ら
自

分
も…

」
と
思
っ
た
こ
と
が

被
爆
の
影
響
を
研
究
す
る
原

点
だ
と
言
い
ま
す
。 

 

ヒ
ト
の
体
に
は
、
日
夜
成

熟
し
た
細
胞
を
作
り
出
す
幹

細
胞
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
幹

細
胞
だ
け
が
体
内
で
７
０
～

８
０
年
と
長
期
間
生
き
続
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

１
９
４
５
年
に
落
と
さ
れ

た
原
爆
の
放
射
線
で
Ｄ
Ｎ
Ａ

が
一
瞬
に
し
て
傷
つ
い
た
と

考
え
ら
れ
、
被
爆
者
の
中
で

生
き
続
け
た
幹
細
胞
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
の
傷
が
拡
大
し
、
や
が
て

癌
細
胞
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
生
涯
持
続
性
の
原
因

発
見
が
朝
長
氏
の
研
究
の
最

大
の
成
果
で
す
。
同
時
に
、

こ
の
科
学
的
知
見
が
、
核
兵

器
が
幹
細
胞
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
破

壊
す
る
非
人
道
的
兵
器
で
あ

る
こ
と
の
証
明
で
も
あ
り
ま

す
。
と
講
師
の
荒
木
氏
は
語

り
ま
し
た
。 

 

私
は
こ
の
講
演
を
聞
い
て
、

被
爆
者
は
生
涯
に
わ
た
り
生

じ
る
健
康
の
悪
化
と
闘
っ
て

い
て
、
授
業
で
習
っ
た
よ
う

に
戦
争
が
１
９
４
５
年
で
終

わ
っ
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
核
兵
器
は
人
間
が
持

つ
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
兵
器

で
あ
り
、
絶
対
に
使
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。 

核
兵
器
を
な
く
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
平
和
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
世
界
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
強
く
願
い
ま
す
。 

講
演
の
後
に
は
、
質
疑
応

答
を
行
い
、
理
解
を
深
め
ま

し
た
。 

講
演
終
了
後
に
ピ
ー
ス
サ

イ
ク
ル
到
着
報
告
が
あ
り
、

大
阪
・
広
島
・
北
九
州
の
仲

間
か
ら
平
和
活
動
の
取
り
組

み
に
関
す
る
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。 

集
会
の
最
後
は
２
０
２
５

年
８
・
８
平
和
を
考
え
る
長

崎
集
会
宣
言
を
採
択
し
、
集

会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

今
年
で
被
爆
８
０
年
を
迎

え
、
被
爆
者
の
数
は
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
被
爆
者
な

き
時
代
の
始
ま
り
は
、
核
戦

争
が
い
つ
起
こ
っ
て
も
不
思

議
で
は
な
い
時
代
の
始
ま
り

で
も
あ
る
の
で
す
。 

今
回
の
集
会
の
よ
う
に
学

習
を
深
め
、
行
動
を
続
け
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
繋

い
で
く
れ
た
命
を
、
託
さ
れ

た
未
来
を
、
私
た
ち
も
次
の

世
代
へ
繋
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

最
低
賃
金
審
議
会
に 

意
見
書
を
送
付 

 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
長
﨑
中
央

郵
便
局
支
部
は
、
８
月
５
日

に
長
崎
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
に
「
長
崎
県
最
低
賃
金
の

改
定
決
定
に
係
る
意
見
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。 

８
月
１
３
日
に
第
２
回
長

崎
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
が

開
催
さ
れ
、
意
見
陳
述
が
行

わ
れ
ま
す
。
今
年
も
長
中
局

支
部
は
こ
の
審
議
会
で
「
最

低
賃
金
改
定
に
か
か
る
意

見
」
を
陳
述
す
る
予
定
で
す
。 

先
日
中
央
の
最
賃
改
定
の

目
安
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
郵

政
最
賃
は
「
端
数
を
切
り
上

げ
た
金
額
に
２
０
円
加
算
す

る
」
の
で
、
目
安
の
６
４
円

を
加
え
た
１
０
１
７
円
に
４

円
上
乗
せ
を
勝
ち
取
れ
ば
時

給
が
１
０
円
変
わ
り
ま
す
。 

 

物
価
高
騰
が
実
質
賃
金
に

追
い
つ
か
な
い
現
状
を
変
え

る
た
め
、
労
働
者
が
声
を
上

げ
ま
し
ょ
う
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙・ 「みらい」 

ＮＯ．４570 

`25 年8月１2日（火） 

℡･Fax 095-828-1953 

文責 支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


